
発明通信社は月に一度無料の商品紹介セミナーを開催しています。弊社商品

である、「ＨＹＰＡＴ」を中心に、概要紹介や操作説明、また、個別セミナー

など、さまざまな形でセミナーを実施しています。

５月に行われる東京のＨＹＰＡＴセミナーはＨＹＰＡＴ‐ｉ２の

正式リリースに伴い、概要のご紹介と操作説明を行います。

大阪では、「ＨＹＰＡＴ‐ｉ２（国内）基本操作」と題し、「ＨＹＰ

ＡＴ検索」や「ライン検索」の使い方を中心に、押さえておきた

いポイント、基本契約内でご利用頂けます「ＳＤＩ」や「ウォッ

チング」も紹介いたします。

６/12（金）

13：00 ～ 17：00

米国特許セミナー

※有料（資料費）

Brundidge & Stanger, P.C. と鷲田国際特許事務所様ご協力の下、話題の米国特許庁審査

官向け公式トレーニング資料を解説するセミナーを開催いたします。米国特許庁が審査

官の教育指導用に作成した公式「トレーニング資料」に焦点を当てて、審査官が実際に

米国特許出願をどのように解釈し審査するかを解説いたします。

年に一度の女性限定セミナーでは、「一挙両得！先輩サーチャーにも役立つための特許

調査教育」と題し、長年サーチャーとして活躍されている講師、馬場淳子先生をお招き

して、ディスカッション形式でテーマに取り組みます。馬場先生は本誌 3面に

「御食国から物申す」と題し、発掘をテーマに、地元である小浜の魅力を寄稿いただ

いております。

６/19（金）

15：00 ～ 17：00

女性限定セミナー

東

　
　京

大
阪

東
京

名
古
屋

HYPATseminar

セミナー情報

　

こ
れ
ま
で
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
は
、

中
小
企
業
の
皆
様
か
ら
の
産
業

財
産
権
に
関
す
る
ご
相
談
や
企

業
活
動
の
支
援
依
頼
に
お
応
え

す
べ
く
、
工
業
所
有
権
相
談
室

(

相
談
部)

や
営
業
秘
密
・
知

財
戦
略
相
談
窓
口
の
設
置
、
海

外
知
的
財
産
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

事
業
の
実
施
等
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
、
知
的
財
産
に
関

す
る
意
識
の
高
ま
り
や
経
営
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
背
景
に
、
企

業
の
経
営
戦
略
と
結
び
つ
い
た

高
度
か
つ
複
雑
な
ご
相
談
・
支

援
の
依
頼
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
は
、
こ
の
よ
う

な
状
況
を
踏
ま
え
、
経
営
課
題

と
深
く
関
わ
る
知
的
財
産
に
関

す
る
各
種
相
談
や
高
度
な
支
援

依
頼
に
も
効
果
的
に
対
応
す
る

た
め
、
平
成
27
年
４
月
、「
知

財
活
用
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
新

た
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
に
は
、「
産
業

財
産
権
相
談
窓
口
」（
出
願
手

続
き
や
産
業
財
産
権
制
度
一
般

に
関
す
る
疑
問
に
お
答
え
し
ま

す
）、「
営
業
秘
密
・
知
財
戦
略

相
談
窓
口
」（
営
業
秘
密
の
管

理
手
法
や
知
財
戦
略
等
に
つ
い

て
の
ご
相
談
に
対
応
し
ま
す
）、

「
海
外
展
開
知
財
支
援
窓
口
」

（
海
外
進
出
に
際
し
て
、
海
外

知
的
財
産
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が

知
財
面
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
提

供
し
ま
す
）
を
配
置
し
、
さ
ら

に
は
全
国
の
「
知
財
総
合
支
援

窓
口
」
と
の
連
携
体
制
を
強
化

し
、
窓
口
相
互
の
シ
ナ
ジ
ー
効

果
に
よ
り
、
中
小
企
業
の
皆
様

の
高
度
か
つ
複
雑
な
ご
相
談
・

ご
依
頼
に
応
え
て
ま
い
り
ま

す
。
知
財
に
関
す
る
お
悩
み
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ま
ず
は
Ｉ
Ｎ

Ｐ
Ｉ
Ｔ
産
業
財
産
権
相
談
窓
口

（
電
話
：
０
３
—
３
５
８
１
—

１
１
０
１　

内
線
２
１
２
１
～

２
１
２
３
）
ま
で
お
気
軽
に
お

電
話
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
知
財
活
用
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、「
営
業
秘
密
・
知

財
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
」、「
海
外
知

的
財
産
活
用
講
座
」
等
の
セ
ミ

ナ
ー
開
催
も
企
画
し
て
い
ま

す
。
本
年
度
は
、
そ
れ
ら
の
同

時
開
催
や
セ
ミ
ナ
ー
後
の
無
料

相
談
会
等
も
予
定
し
て
い
ま

す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
は
、
特
許
庁
の

「
業
務
運
営
計
画
」
に
お
い
て
、

「
中
小
企
業
等
に
対
す
る
中
核

的
な
知
財
支
援
実
施
機
関
」
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

後
、
知
財
活
用
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
相
談
窓
口
、
セ
ミ
ナ
ー
開

催
等
を
通
じ
て
中
小
企
業
の
皆

様
の
ご
期
待
に
応
え
て
ま
い
り

ま
す
。

　

Ｈ
Ｙ
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ｗ
ｅ
ｂ
総
合

サ
ー
ビ
ス
「
Ｈ
Ｙ
Ｐ
Ａ
Ｔ
‐

ｉ
２
」
が
５
月
７
日
に
リ

リ
ー
ス
い
た
し
ま
し
た
。

　

特
許
調
査
や
知
財
の
運
用

シ
ー
ン
で
役
立
つ
機
能
を
取

り
揃
え
、
使
い
易
さ
を
追
求

し
た
「
Ｈ
Ｙ
Ｐ
Ａ
Ｔ
‐
ｉ

２
」
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
１
ヶ
月
間
の
お
試
し
Ｉ

Ｄ
申
込
を
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
。

　

Ｈ
Ｙ
Ｐ
Ａ
Ｔ
‐
ｉ
２
は
前

身
で
あ
る
Ｈ
Ｙ
Ｐ
Ａ
Ｔ
‐
ｉ

の
良
い
と
こ
ろ
を
吸
収
し
、

さ
ら
に
皆
様
か
ら
の
様
々
な

要
望
を
吸
い
上
げ
、
操
作
性

の
向
上
を
目
指
し
、
開
発
し

て
参
り
ま
し
た
。
こ
だ
わ
り

の
Ｈ
Ｙ
Ｐ
Ａ
Ｔ
検
索
、
ラ
イ

ン
検
索
を
始
め
、
一
件
表
示

や
全
図
も
選
べ
る
連
続
表

示
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
Ｓ
Ｄ

Ｉ
、
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
。

　

進
化
し
た
Ｈ
Ｙ
Ｐ
Ａ
Ｔ
‐

ｉ
２
を
少
し
で
も
早
く
、
Ｈ

Ｙ
Ｐ
Ａ
Ｔ
‐
ｉ
ご
利
用
の
皆

様
に
体
感
い
た
だ
く
た
め
、

昨
年
８
月
よ
り
プ
レ
リ
リ
ー

ス
版
を
提
供
。
正
式
リ
リ
ー

ス
で
は
、国
内
検
索
に
加
え
、

新
し
く
な
っ
た
評
価
機
能
や

評
価
集
計
機
能
、
ま
た
「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」機
能
に
よ
り
、

社
内
の
情
報
共
有
を
強
化
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
は
、

今
ま
で
個
々
で
テ
ー
マ
名
を

管
理
し
て
い
た
Ｓ
Ｄ
Ｉ
や

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
ま
と
め
、

メ
ン
バ
ー
内
で
評
価
を
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
る
ツ
ー
ル

で
す
。
社
内
の
様
々
な
開
発

案
件
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
ま

と
め
運
用
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ｉ
２
の
海
外
検
索

は
ｉ
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぎ

リ
リ
ー
ス
と
い
た
し
ま
す

が
、
順
次
ｉ
２
へ
向
け
開
発

を
進
め
て
参
り
ま
す
。

刈谷市相生町 2-29-1

連載第２回！福井県小浜市に移住したサーチャーが、

地域活動でふたたび出会う「発掘」がテーマです。

発明通信社の社員による、神田のオススメ店をご紹介！

セミナーで、商談で、たまたまでもお越しの際の参考に。

神田で一杯　寄っていきませんか？

御食国から物申す

インターネット特許情報
検索サービスHYPAT-i2
「ＨＹＰＡＴ検索とライン検索」

２面

３面

ブックステーション ３面

４面

1３

201５年(平成27年)５月１１日

知
財
活
用
支
援
セ
ン
タ
ー
を

        

新
た
に
設
置
し
ま
し
た
！

・

Ｈ
Ｙ
Ｐ
Ａ
Ｔ-

ｉ
２

５
月
７
日
リ
リ
ー
ス

ハ
イ
パ
ッ
ト
　 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ア
イ
ツ
ー

（株）発明通信社

Ｈ
Ｙ
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ｗ
ｅ
ｂ
総
合
サ
ー
ビ
ス

＜URL＞
http://www.inpit.go.jp/about/
profile/gaiyou/siencenter00002.html

■　産業財産権相談窓口
■　営業秘密・知財戦略相談窓口
■　海外展開知財支援窓口

評価入力と確認



2015 年 5 月 11 日（2）
　

５
月
よ
り
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
す
る
Ｈ
Ｙ
Ｐ
Ａ
Ｔ-

ｉ
２

の
「
Ｈ
Ｙ
Ｐ
Ａ
Ｔ
検
索
：
国

内
」と[

ラ
イ
ン
検
索
：
国
内]

に
つ
い
て
、
利
用
方
法
と
入

力
例
を
説
明
い
た
し
ま
す
。

　

  

「
Ｈ
Ｙ
Ｐ
Ａ
Ｔ
検
索
：
国
内
」

　  「
公
報
」「
公
報
＋
経
過
」

　

検
索
項
目
の
う
ち
、
書
誌

事
項
（
出
願
人
・
発
明
者
）、

特
許
分
類
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
・
Ｆ
Ｉ

記
号
・
Ｆ
タ
ー
ム
）
な
ど
の

各
項
目
に
つ
い
て
は
、「
公

報
」
と
「
公
報
＋
経
過
」
を

選
択
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。
簡
易
入
力

の
ド
ロ
ッ
プ
ダ
ウ
ン
リ
ス
ト

で
は
、
検
索
項
目
名
に
続
い

て
コ
ロ
ン
「
：
」、
そ
の
後

に「
公
報
」と「
公
報
＋
経
過
」

の
い
ず
れ
か
が
あ
り
、
最
後

に
略
号
（
発
明
者
で
あ
れ
ば

Inventor

→
（
Ｉ
Ｎ
）
ま
た

は
（
Ｉ
Ｎ
２
））
を
表
示
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
略
号
の
末
尾
に

「
２
」
が
存
在
す
る
項
目
は

「
公
報
＋
経
過
」
で
あ
り
、

略
号
だ
け
の
項
目
は「
公
報
」

と
な
り
ま
す
。

　

直
接
入
力
の
テ
キ
ス
ト
エ

リ
ア
で
は
、
略
号
を
入
力
し

て
関
係
演
算
子
「
＝
」
と
検

索
語
句
を
続
け
て
入
力
す
る

こ
と
に
よ
り
、
検
索
条
件
式

を
作
成
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。

　

こ
の
、「
公
報
」
と
「
公

報
＋
経
過
」
の
相
違
点
は
、

「
公
報
」
は
公
報
か
ら
デ
ー

タ
を
作
成
し
て
い
る
の
に
対

し
、「
公
報
＋
経
過
」
は
出

願
（
審
査
）
情
報
・
登
録
情

報
な
ど
の
書
誌
事
項
や
サ
ー

チ
情
報
な
ど
の
更
新
分
類
か

ら
も
デ
ー
タ
を
作
成
し
て
い

る
こ
と
で
す
。「
公
報
＋
経

過
」
は
、
公
報
情
報
と
経
過

情
報
の
検
索
を
実
行
す
る
た

め
、網
羅
性
が
向
上
し
ま
す
。

　

　
  

「
Ｈ
Ｙ
Ｐ
Ａ
Ｔ
検
索
：
国
内
」

　  
状
況
照
介
（
Ｅ
Ｒ
Ｓ
）

　

Ｈ
Ｙ
Ｐ
Ａ
Ｔ-
ｉ
の
状
況

紹
介
は
、
無
効
（
権
利
取
得

の
可
能
性
を
喪
失
し
た
案

件
）
と
、
無
効
以
外
（
権
利

取
得
の
可
能
性
を
有
す
る
案

件
）
を
画
面
上
で
選
択
可
能

で
し
た
が
、
Ｈ
Ｙ
Ｐ
Ａ
Ｔ-

ｉ
２
で
は
画
面
上
で
は
選
択

す
る
こ
と
で
き
な
い
の
で
、

検
索
項
目
と
し
て
「
状
況
紹

介
（
Ｅ
Ｒ
Ｓ
）」
を
設
定
し

て
検
索
タ
ー
ム
を
選
択
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

検
索
タ
ー
ム
の
選
択
は
、

「
虫
眼
鏡
」
ア
イ
コ
ン
を
ク

リ
ッ
ク
し
て
状
況
紹
介
ガ
イ

ド
を
表
示
し
て
、
そ
の
中
か

ら
選
択
し
ま
す
。
Ｈ
Ｙ
Ｐ
Ａ

Ｔ-

ｉ
で
は
出
願
情
報
の
審

査
最
終
処
分
に
「
変
更
」・

「
取
下
」・「
出
願
却
下
」・

「
出
願
無
効
」・「
未
審
査
請

求
に
よ
る
取
下
」
な
ど
の
項

目
や
、
登
録
情
報
の
権
利
抹

消
識
別
に
「
存
続
期
間
満
了

に
よ
る
抹
消
」・「
年
金
不
納

に
よ
る
抹
消
」・「
放
棄
に
よ

る
抹
消
」・「
無
効
審
判
の
確

定
に
よ
る
抹
消
」
な
ど
の
項

目
が
記
録
さ
れ
た
案
件
を
無

効
（
権
利
取
得
の
可
能
性
を

喪
失
し
た
案
件
）
と
し
て
い

る
た
め
、
Ｈ
Ｙ
Ｐ
Ａ
Ｔ-

ｉ

２
で
同
様
の
結
果
を
得
る
た

め
に
は
、
審
査
最
終
処
分
種

の
「
未
登
録
（
Ｄ
Ａ
Ｆ
２
）」、

お
よ
び
本
権
利
抹
消
識
別
の

「
権
利
抹
消
（
Ｄ
Ａ
Ｃ
２
）」

を
論
理
和
（
Ｏ
Ｒ
）
条
件
で

結
合
し
た
検
索
条
件
（
例: 

Ｄ
Ａ
Ｆ
２
＋
Ｄ
Ａ
Ｃ
２
）
を

他
の
検
索
結
果
に
論
理
積

（
Ａ
Ｎ
Ｄ
）
し
た
も
の
が
、

無
効
（
権
利
取
得
の
可
能
性

を
喪
失
し
た
案
件
）と
な
り
、

論
理
否
定
（
Ｎ
Ｏ
Ｔ
）
し
た

も
の
が
、
無
効
以
外
（
権
利

取
得
の
可
能
性
を
有
す
る
案

件
）
と
な
り
ま
す
。

　
  [

ラ
イ
ン
検
索
：
国
内] 

　   
状
況
照
介
（
Ｅ
Ｒ
Ｓ
）
の

　
　
　
　
　
　   

代
替
方
法

　

[

ラ
イ
ン
検
索
：
国
内]

で
、
無
効
（
権
利
取
得
の
可

能
性
を
喪
失
し
た
案
件
）と
、

無
効
以
外
（
権
利
取
得
の
可

能
性
を
有
す
る
案
件
）
と
に

分
け
る
方
法
は
、
以
下
の
通

り
で
す
。

　

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１　

　

審
査
最
終
処
分
（L_

KD
E

）
で
無
効
と
な
る
集
合

を
作
成
し
ま
す
。

　

※
１
の
式
で「
変
更
」・「
取

下
」・「
出
願
却
下
」・「
出
願

無
効
」
な
ど
、
審
査
最
終
処

分
に
無
効
（
権
利
取
得
の
可

能
性
を
喪
失
し
た
案
件
）
の

集
合
が
作
成
さ
れ
ま
す
。

　

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２
　

　

本
権
利
抹
消
識
別
（L_

CCC

）
で
権
利
が
抹
消
し
た

集
合
を
作
成
し
ま
す
。
※
２

　

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３　

　

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１
と
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ

２
の
論
理
和
を
作
成
し
、
別

途
作
成
し
た
集
合
に
対
し
論

理
否
定
（
Ｎ
Ｏ
Ｔ
）
す
る
こ

と
に
よ
り
、
無
効
以
外
の
案

件
が
残
り
、
論
理
積
（
Ａ
Ｎ

Ｄ
）
す
る
こ
と
に
よ
り
無
効

の
案
件
が
集
ま
り
ま
す
。

　

な
お
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２　

本

権
利
抹
消
識
別
（L_CCC

）

の
入
力
の
簡
略
方
法
と
し

て
、
経
過
情
報
の
「
本
権

利
抹
消
日
」（L_TRD

）
を

利
用
す
る
方
法
が
あ
り
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
検
索

項
目
で
「
本
権
利
抹
消
日
」

（L_TRD

）
を
選
択
し
、
入

力
す
る
日
付
を
「
検
索
実

施
す
る
当
日
の
日
付
以

前
」
に
設
定
し
ま
す
。
検

索
実
施
日
が
２
０
１
５
年

4
月
20
日
で
あ
れ
ば
、「
:

２
０
１
５
０
４
２
０
」（
コ

ロ
ン+

西
暦
４
桁
＋
月
４

桁
＋
日
２
桁
）
と
入
力
す
れ

ば
、
そ
の
日
以
前
に
本
権
利

抹
消
さ
れ
た
案
件
を
検
索
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ｐ
２　

本
権
利
抹
消
識

別
（L_CCC

）
と
同
一
の
結

果
を
求
め
る
こ
と
が
可
能
で

す
。

　

  [

ラ
イ
ン
検
索
：
国
内]

　  

審
査
請
求
有
無

　
　（L_REE

）
に
つ
い
て

　

[

ラ
イ
ン
検
索
：
国
内]

で
、

審
査
請
求
有
無
（L_REE

）

は
、
審
査
請
求
の
有
無
を

コ
ー
ド
（
０
：
審
査
請
求
無

し
、
１
：
審
査
請
求
有
り
）

で
検
索
す
る
項
目
と
な
り
ま

す
。
現
在
の
特
許
デ
ー
タ
の

構
造
上
、
公
開
公
報
の
フ
ロ

ン
ト
ペ
ー
ジ
に
は
、
審
査
請

求
の
有
無
が
明
示
さ
れ
ま
す

が
、
登
録
公
報
に
は
審
査
請

求
の
有
無
で
は
な
く
、
審
査

請
求
日
が
記
録
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
早
期
審
査
請
求

が
な
さ
れ
、
登
録
公
報
が
先

に
発
行
（
公
開
前
登
録
）
さ

れ
た
場
合
、
審
査
請
求
有
無

の
コ
ー
ド
は
公
開
前
登
録
公

報
が
、「
審
査
請
求
有
無
」

記
録
が
無
い
た
め
、
検
索
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

審
査
請
求
の
有
無
を
検

索
す
る
に
は
、「
審
査
請

求
有
無
（L_REE

）」
を

「
１
：
審
査
請
求
有
り
」
で

検
索
し
た
集
合
と
、「
審

査
請
求
日
」（L_ATD

）
を

選
択
し
、
入
力
す
る
日
付

を
「
検
索
実
施
す
る
当
日
の

日
付
以
前
」
に
設
定
（
検

索
実
施
日
が
２
０
１
５
年

4
月
20
日
で
あ
れ
ば
、「
:

２
０
１
５
０
４
２
０
」（
コ

ロ
ン+

西
暦
４
桁+

月
２

桁+

日
２
桁
）
と
入
力
）
し

て
、「
１
：
審
査
請
求
有
り
」

を
論
理
和
し
た
結
果
が
審
査

請
求
有
り
の
案
件
と
な
る
た

め
、
別
途
作
成
し
た
集
合
に

対
し
論
理
積
（
Ａ
Ｎ
Ｄ
）
す

る
こ
と
に
よ
り
審
査
請
求
有

り
の
集
合
が
作
成
で
き
ま
す
。

　

他
に
も
知
っ
て
お
く
と
便

利
な
操
作
方
法
が
あ
り
ま
す

が
、
紙
面
の
都
合
上
、
今
回

は
以
上
ま
で
と
し
て
、
今
後

も
、
弊
社
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で

ご
紹
介
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

HYPAT 検索
と

ライン検索

HYPAT-i2HYPAT-i2
インターネット特許情報検索サービス

ハイパット　　　　　　　　　　アイツー

ハイパット

A00+A04+A05+A06+A07+A08+A09+
A11+A12+A13+A21+A31+A32+A33+
A41+A42+A43+A44+A45+A46

1+2+3+4+7+12+13+14+15

審査最終処分 (L_KDE) で無効となる集合

本権利抹消識別 (L_CCC) で権利が抹消した集合

※1

※2

１が「権利抹消識別」を
使った式だね（ⅢSTEP２）

２は入力を簡略にする方法
だね（ⅢSTEP３）

審査請求が有る案件を
検索する式だね（Ⅳ）
１の条件と３の日付を
必要に応じて入れ替えてね
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「
山
笑
う
」
と
い
い
ま

す
が
、
実
際
に
山

が
笑
う
と
こ
ろ
を
見
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？

　

３
月
、
若
狭
の
お
水
送
り

が
終
わ
り
、
彼
岸
も
過
ぎ
る

と
、
山
は
一
気
に
賑
わ
い
だ

し
ま
す
。
ま
ず
、
枯
木
と
思

わ
れ
た
枝
の
新
芽
が
色
づ

き
、
山
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

山
桜
や
こ
ぶ
し
が
咲
き
だ
し

ま
す
。
里
桜
も
満
開
に
な
る

と
、
山
に
は
濃
い
ピ
ン
ク
の

山
つ
つ
じ
や
薄
紫
の
藤
も
咲

き
、
木
々
は
新
緑
か
ら
深
緑

へ
と
成
長
し
ま
す
。
山
は
ま

る
で
い
た
ず
ら
っ
子
の
よ
う

に
、
に
ん
ま
り
と
笑
う
の
で

す
。小

浜
に
移
住
し
て

早
々
、
町
並
み
保
存

や
地
域
活
性
化
な
ど
の
活
動

を
す
る
市
民
団
体
に
入
り
ま

し
た
。
そ
の
ひ
と
つ
に
「
Ｋ

Ｉ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
小
浜
」
と
い
う

団
体
が
あ
り
ま
す
。「
来
た

い
、
住
み
た
い
、
戻
り
た
い
」

の
頭
一
文
字
を
取
っ
て
「
Ｋ

Ｉ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
」
と
ネ
ー
ミ
ン

グ
さ
れ
た
若
狭
お
ば
ま
売
り

込
み
隊
で
す
。

　

昨
年
、
日
本
創
生
会
議
が

「
地
方
消
滅
」
を
唱
え
た
こ

と
が
発
端
な
の
か
、
地
方
都

市
で
は
Ｉ
タ
ー
ン
Ｕ
タ
ー
ン

誘
致
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

福
井
県
も
熱
心
な
た
め
、
Ｉ

タ
ー
ン
者
で
あ
る
私
の
地
域

活
動
を
地
元
メ
デ
ィ
ア
が
取

材
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
方

に
慣
れ
た
サ
ー
チ
ャ
ー
が
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
る
と
、

と
い
う
話
を
し
よ
う
か
と

思
っ
た
の
で
す
が
、
年
末
に

で
き
た
成
果
物
を
ご
紹
介
し

た
く
て
、本
号
で
は
「
発
掘
」

の
話
を
い
た
し
ま
す
ね
。

会
議
の
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析

で
、
私
が
挙
げ
る
小

浜
の
強
み
、
た
と
え
ば
「
河

口
の
水
が
透
明
で
き
れ
い
」

は
、
地
元
民
に
と
っ
て
当
た

り
前
の
こ
と
で
世
間
に
発
表

す
る
の
は
お
こ
が
ま
し
い
、

と
思
う
の
だ
そ
う
で
す
。
仏

像
巡
り
で
数
々
の
地
方
都
市

を
旅
し
ま
し
た
が
、
人
口
が

少
な
い
村
部
で
あ
っ
て
も
、

道
端
に
空
き
缶
が
落
ち
て
い

た
り
、
用
水
路
に
生
活
排
水

が
流
れ
て
い
た
り
、
自
然
が

豊
か
で
あ
っ
て
も
、
人
間
の

生
活
に
よ
っ
て
乱
さ
れ
る
も

の
が
目
に
付
く
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、「
市
」
と
い
う

レ
ベ
ル
の
人
口
が
暮
ら
す
小

浜
市
街
を
流
れ
る
南
川
の
河

口
で
は
、
川
底
が
見
え
る
く

ら
い
水
が
澄
ん
で
い
て
、
原

稿
を
書
い
て
い
る
こ
の
時
期

に
は
「
い
さ
ざ
漁
」
と
い
っ

て
、
春
告
魚
の
し
ろ
う
お
が

獲
れ
る
ほ
ど
の
清
流
な
の
で

す
。

　

私
か
ら
見
た
小
浜
の
魅
力

は
、
地
元
民
に
と
っ
て
、
当

た
り
前
の
こ
と
。
こ
れ
っ
て

何
か
に
似
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

そ
う
で
す
、
技
術
者
に

と
っ
て
は
当
た
り
前
の
こ
と

が
、
知
財
関
係
者
に
と
っ
て

は
「
発
明
に
な
る
か
も
！
」、

ま
さ
に
発
明
発
掘
と
同
じ
こ

と
な
の
で
す
。

小
浜
市
の
地
域
資
源

発
掘
と
ば
か
り
に
、

２
０
１
４
年
春
、
Ｉ
タ
ー
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発
足
し
、

Ｉ
タ
ー
ン
者
が
選
ぶ
小
浜
の

お
気
に
入
り
マ
ッ
プ
を
作
成

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
小
浜

に
Ｉ
タ
ー
ン
者
は
、
私
を
含

め
て
２
人
し
か
い
な
か
っ
た

た
め
、
協
力
し
て
く
れ
る
Ｉ

タ
ー
ン
者
を
募
集
し
、「
小

浜
の
好
き
な
ス
ポ
ッ
ト
」
の

情
報
を
集
め
ま
し
た
。
Ｉ

タ
ー
ン
者
が
選
ぶ
ス
ポ
ッ
ト

は
、
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
小
浜
地

元
民
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
地

域
資
源
と
な
る
の
か
、
な
ど

意
見
を
求
め
、
発
明
相
談
さ

な
が
ら
で
し
た
（
笑
）。

　

数
あ
る
ス
ポ
ッ
ト
か
ら
絞

り
込
み
す
る
た
め
の
抽
出
基

準
を
決
め
、
裏
付
け
の
現
場

検
証
も
行
い
、
マ
ッ
プ
の
構

想
を
練
り
ま
し
た
。
ス
ポ
ッ

ト
を
効
果
的
に
見
せ
る
た
め

に
、
写
真
で
は
な
く
イ
ラ
ス

ト
と
文
章
で
「
そ
こ
に
行
っ

て
み
た
い
、
こ
の
目
で
確
認

し
た
い
」
と
な
る
よ
う
に
、

想
像
力
を
か
き
た
て
余
韻
の

残
る
も
の
に
。

　

こ
う
し
て
仕
上
が
っ
た
も

の
が
、「
こ
の
ま
ま
、
そ
の

ま
ま
、
あ
り
の
ま
ま　

若
狭

お
ば
ま
」
全
10
ペ
ー
ジ
の
小

冊
子
で
す
。

　

Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
小
浜

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧

い
た
だ
け
ま
す
。http://

w
w

w
.kisum

oobam
a.jp/

　

次
回
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

表題写真：ＫＩＳＵＭＯ小浜作成冊子「このまま、そのまま、ありのまま　若狭おばま」
上写真：八百比丘尼（やおびくに、はっぴゃくびくに）伝説のある空印寺（くういんじ）山門からみる後瀬山（のちせやま）。
植林のない後瀬山には、山桜が点在。

　

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
知

的
財
産
権
の
基
礎
知
識
を
、

Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
わ
か
り
や
す

く
コ
ン
パ
ク
ト
に
解
説
。

　

ネ
ッ
ト
環
境
の
変
化
か
ら

ま
す
ま
す
重
要
性
を
増
し
て

い
る
「
著
作
権
」「
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
保
護
」
に
関
す
る
知

識
項
目
な
ど
も
収
録
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
１
冊
で
複
雑
な
知
的

財
産
権
の
体
系
を
俯
瞰
で
き

る
の
で
、
知
識
の
導
入
に
最

適
で
す
。

発
行　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

定
価　

５
８
０
円
（
別
）

　
　
　

Ａ
５
判　

52
頁

英
文

日
本
工
業
所
有
権

　

法
令
集
（
バ
イ
ン
ダ
ー
）

Japanese Law
s R

elating 
to Industrial P

roperty 2015

　

平
成
26(

２
０
１
４)

年

５
月
14
日
法
律
第
36
号
改
正

織
り
込
み
ず
み

　

 

４
法
英
訳
の
決
定
版 

翻
訳　

後
藤
晴
男

発
行　

Ａ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
・
Ｊ

　
　
　

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

　
　
　

Ｂ
５
判

定
価　

４
０
０
０
０
円（
込
）

　

海
外
へ
の
贈
呈
に
適
し
た

縮
小
版
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　

Ｂ
６
判　

３
５
８
頁

定
価　

５
６
０
０
円
（
込
）

　

知
的
財
産
権
に
関
連
す
る

法
律
・
条
約
等
を
全
般
的
に

網
羅
し
た
携
帯
に
便
利
な
法

文
集
で
す
。
今
回
の
改
訂
で

は
、
平
成
27
年
４
月
１
日
に

施
行
さ
れ
て
い
る
「
特
許
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
26
年
法
律
36
号
）」
等

に
よ
る
法
律
の
改
正
を
取
り

込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
平

成
27
年
５
月
13
日
に
発
効
す

る
「
意
匠
の
国
際
登
録
に
関

す
る
ハ
ー
グ
協
定
の
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
改
正
協
定
」
を
追
加

し
て
い
ま
す
。

編
集
発
行　

発
明
推
進
協
会

　
　
　

Ａ
６
判 

１
１
１
２
頁

価
格　

２
４
０
０
円
（
込
）

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要

性
を
認
識
し
、
い
ざ
特
許
の

勉
強
を
始
め
よ
う
と
し
て
入

門
本
な
ど
を
み
て
も
、
な

ん
だ
か
難
し
く
、
ツ
ン
ド

ク 
（
本
を
積
ん
だ
ま
ま
読
ま

な
い
意
味
）
に
な
っ
て
い
る

方
々
も
多
い
よ
う
で
す
。
特

に
技
術
系
の
方
々
は
、
敷
居

が
高
い
と
感
じ
て
お
ら
れ
る

よ
う
で
す
。

　

１
： 

で
き
る
だ
け
平
易
な

言
葉
を
つ
か
い
、
わ
か
り
や

す
く
説
明
す
る
こ
と
、
２
：

こ
の
本
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま

と
め
、
最
後
ま
で
読
み
終
わ

り
達
成
感
が
も
て
る
も
の
に

す
る
こ
と
、
３
：
特
許
制
度

の
基
本
的
な
事
項
は
キ
チ
ン

と
入
っ
て
い
る
こ
と
、
４
：

ま
た
、
説
明
を
わ
か
り
易
く

す
る
た
め
に
、
対
話
形
式
に

し
て
、
先
生
と
専
門
の
異
な

る
生
徒
３
人
と
の
質
疑
応
答

の
な
か
で
理
解
を
図
る
か
た

ち
を
と
り
、
初
心
者
で
も
分

か
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
。

著
者　

並
川
啓
志

発
行　

発
明
推
進
協
会

　
　
　

Ａ
５
判　

２
２
４
頁

価
格　

１
８
０
０
円
（
込
）

ご
紹
介
し
た
書
籍
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
・
ご
注
文
は
こ
ち
ら
ま
で
。

03-5281-5511
info@hypatweb.jp

第二回　地域の資源、発明発掘！？

知
的
財
産
権
早
わ
か
り

[

２
０
１
５
年
版]

平
成
26
年
改
正

知
的
財
産
権
法
文
集

平
成
27
年
４
月
１
日
施
行
版

モ
ノ
づ
く
り
の
た
め
の

特
許
の
基
礎
知
識
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　前回、燕三条での取り組みを取
り上げました。「燕三条畑の朝カ
フェ」、「燕三条 工場の祭典」など。
記事を読み「参加してみたい！」
と思われた方も多いのではないで
しょうか。そこで、一般が対象の
催しを問い合わせてみました。

燕
三
条
じ
ば
さ
ん
お
盆

フ
ェ
ア

　

金
属
加
工
で
有
名
な
燕

三
条
の
逸
品
を
手
に
入
れ

た
い
方
に
お
す
す
め
。
金

物
市
を
は
じ
め
、
包
丁
研

ぎ
、
体
験
工
房
ち
び
っ
こ

コ
ー
ナ
ー
な
ど
。

開
催
日
：
８
月
13
日
（
木
）

～
16
日
（
日
）

会
場
：
メ
ッ
セ
ピ
ア

（
三
条
市
須
頃
１-

17
）

燕
三
条
食
の
陣
２
０
１
５

　

ご
当
地
こ
だ
わ
り
の
逸

品
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
産

業
・
食
文
化
・
暮
ら
し
等

を
マ
ル
チ
な
切
り
口
で
一

般
消
費
者
の
皆
様
に
見

て
・
触
れ
て
・
味
わ
っ
て
、

燕
三
条
の
面
白
さ
を
知
っ

て
い
た
だ
く
イ
ベ
ン
ト
。

開
催
日
：
９
月
20
日
（
日
）

～
21
日
（
月
）

会
場
：
メ
ッ
セ
ピ
ア

第
３
回
「
燕
三
条　

工
場

(

こ
う
ば)

の
祭
典
」

　

燕
三
条
地
域
の
名
だ
た

る
工
場
が
、
一
斉
に
工
場

を
開
放
し
、
訪
れ
た
方
々

が
工
場
で
も
の
づ
く
り
を

体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
64
事
業
所
が
参
加
を

予
定
。

開
催
日
：
10
月
１
日
（
木
）

～
10
月
４
日
（
日
）

会
場
：
三
条
市
・
燕
市
全
域

　

燕
三
条
地
域
の
農
家
が

中
心
と
な
っ
て
、
田
畑
の

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
か
し

た
「
燕
三
条　

畑
の
朝
カ

フ
ェ
」
は
、
５
月
23
日

（
土
）・
24
日
（
日
）
に
開

催
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
申

込
み
は
締
め
切
ら
れ
て
お

り
ま
す
が
、
随
時
開
催
の

予
定
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
。http://asa-

cafe.jp/

次
回
の
企
画
を

お
楽
し
み
に
。

上写真：畑の朝カフェの様子

　神田で約半世紀、モツ焼き専門店として芝浦直送の新鮮な材料を、丁寧な仕込み
で串に刺し、炭火で焼き上げ美味しく提供することに頑固なまでにこだわったお店
です。レバー・カシラ・タン・ハツ・シロ・ナンコツなど、塩かタレを選ぶ看板メ
ニューの豚モツ焼きは、臭みも無くしっかりと焼き上げて、とても美味しくいただ
けます。
　豚モツ焼き以外にも、鳥ねぎ・砂肝・ひな皮・ぼんちり・ささみわさび・ささみ
梅しそ・うずら卵など、こちらも素材にこだわったやきとり類や、ねぎ・ししとう・
しいたけ・プチトマトといった野菜焼き、さらには、肉煮込み・とり皮ポン酢・ガ
ツポン酢・ポテトサラダなど一品メニューも揃っているので、豚モツが苦手な方で
も楽しめます。１人ならカウンターに座って、数名でなら２階のテーブルで和気あ
いあいとできます。飲み物類も生ビール・瓶ビール・ホッピー・サワー・ハイボール・
日本酒・焼酎など、その日のつまみと気分に合わせて選べるのも嬉しいところです。
　個人的には、生ビールまたはホッピーあたりとＭＹスタメンのレバー・カシラか
ら入り、シロ・ガツなどを注文すると同時に、冬なら熱燗か焼酎のお湯割り、夏な
らサワーやハイボールなどの炭酸系で、終盤はカシラつくねをタレでいただくか、
ささみわさびなどさっぱり系に進んでみるもの良いものです。

　神田界隈を歩いていると、魅力あるお店がところどころ見えてくる。何だか一杯
飲みたくなった。そんな気分になったときにおススメのお店、（そうでないときで
もおすすめ）「ボラーチョ　フクシ（Ｂｏｒｒａｃｈｏ 294）」を紹介したい。
　場所はちょうど司町の交差点を北へ進み、２ブロック先の角にあるビルの２階に
位置している。スペイン料理をメインにしており、店の前の看板にはおいしそうな
メニューが並んでいる。一人で入るには２階という場所は少々緊張してしまうが、
入ってみればこぢんまりとした良い雰囲気。入ってすぐ、マスターが「いらっしゃ
い」と声をかけてくれ、すべてを受け入れてくれそうな優しい人柄にも惹かれる。
　ここのお店で是非食べてもらいた逸品がある。それはカウンターにもある豚の足、
メニューで言うと、「生ハム・チョリソー盛り合わせ」。この品がとてもワインに合
う！あまりのおいしさにお土産に持ち帰りたいなんて言ってしまうほど。その他の
メニューも捨てがたく、マスターは食材にこだわっているなと思わせるメニューば
かり。国産牛ホホ肉のワイン煮、鴨ロースの燻製サラダ、ひこ鰯の酢〆、ｅｔｃ・・・。
また、ドリンクはスペイン産のワインを基本としているが、ウィスキーや日本酒も
取り揃えている。
　ランチもやっており、３種類のメイン料理から選び、サラダとデザート、コーヒー
お茶のおかわり自由で１０００円とお得。神田に立ち寄った際は是非足を運んでほ
しい。

Borracho294

発明通信社

本
郷
通
り

外
堀
通
り

神田西口通り

司町美土代町

至小川町駅

Borracho294
ボラーチョフクシ

神
田
駅

北口

神田 カミヤ

神田カミヤ

神
田
で
一
杯

寄
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
？

発
明
通
信
社
に
お
越
し
の
際
に
は 2015 年秋 閉店

神田　カミヤ

Ｂｏｒｒａｃｈｏ ２９４
2015 年秋閉店

千代田区内神田 1-15-12 サトウビル 2F

都営新宿線小川町駅より徒歩 5分

11:30 ～ 14:30 / 17:30 ～ 22:30

定休日：日、祝日

千代田区 内神田 3-18-7 

JR 神田駅から 71m

【月～金】

16:30 ～ 23:00

【土】

16:00 ～ 21:00

定休日：日、祝日


